
創立 70 年の歴史を感じて ～第 70 回創立記念式
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１１月５日、山形テルサホールにて、創立記念

式および合唱コンクールが行われました。本校は

昭和27年（１９５２）高瀬村・楯山村組合立高

楯中学校として開校しました。開校当時は校舎が

なく、元高瀬中東校舎、元楯山中西校舎に分散し

てのスタートだったとのことです。先輩方の苦労

が偲ばれます。式典には梅津克彦同窓会長様、石

山栄治PTA会長様をお招きし、全校生で学校の

創立をお祝いしました。同窓会から記念品として

「図書館システム」を寄贈いただくとともに、生

徒全員に紅白もちを頂戴しました。このシステム

により、学校図書の蔵書管理、貸出・返却をコン

ピュータで行えるようになります。読書教育に力

を入れている本校にとって、待望のシステムで

す。同窓会の皆様ありがとうございます。

山形市立高楯中学校

学校たより
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１１月２２日発行

ホールいっぱいに素敵な歌声～思いを繋ぐ合唱コンクール

感想から

・最優秀がとれなくて悔しかったです。みんなと最後

の生徒会行事を全力で取り組み、本番の合唱を

成功させられて良かったです。 （武田怜紋さん）

・今までで一番良い合唱を本番で出せたのでよかっ

たです。大きなホールのステージに上がり歌うという

貴重な経験ができたので良かった。最後、笑って終

われたので良かった。 （黒木秀晟さん）

「Let’Be One～歌でつながる私たちの想い～」

のスローガンのもと、高楯中合唱コンクールが行わ

れました。今年度もコロナウイルス感染症の影響で

制約のある中、一人ひとりが様々な思いを抱きつ

つ、時には仲間とぶつかりながら、感動を共有して

いく過程は、まさにドラマを見ているようでした。

創立70回記念でもある今回のコンクールでは、審

査員である藤野恵美子先生（山形オペラ協会副会

長）のミニリサイタルもありました。各学年の最優

秀賞は、３年１組・２年２組・１年１組に輝きまし

た。どのクラスも本気で歌に向き合うことができま

した。感動をありがとうございました。

結構歌いずらい曲で何度か苦戦することもあったけど、本番

の緊張感に呑まれずにソロで歌うことができた。2 組の合唱

を聞いたとき、負けたと思いながらも最優秀がとれ嬉しかった

（齋藤マリアさん）



いのちの講話～１年生の出前授業～
１１月１０日（水）、助産師であり、思春期保健相談士の後藤

敬子先生をお招きして、1年生を対象に「いのちの学習」があり

ました。高中が大事にしている学習の１つです。1年生では「生

命誕生の奇跡」「受精卵から赤ちゃんになるまでの過程」を中心

に、今、自分がそこに存在していることの奇跡について教えて

くださいました。下は生徒の感想です。

【来月の主な予定】

1日（水） いのち輝く安全の日 3年模擬テスト
2日（木） 定時退校日

3日（金） 地域ボランティア

6日（月） トレーニング講座

8日（水） アンサンブルコンテスト壮行式

13日（月） 三者面談期間（～17）
18日（土） アンサンブルコンテスト地区大会

23日（木） 2学期終業式
24日（金） 生徒会リーダー研修会❷ 年末年始休業

29日（水） 閉校日～1/3（月）
1月 6日 ３学期始業式

１1月９日（火）に生徒会選挙が行われ、１５日（月）

の任命式を経て、2年遠藤さつき新会長のもと、新生徒会

がスタートしました。1５日（月）にはリーダー研修が行わ

れ、教頭先生からは「生徒会リーダーは第一にクラスで信

頼を得られるような行動をとること」「明るい挨拶、返事、

はっきり話す」「日常活動を大事にする」「自分たちから発

信する活動を」といった生徒会リーダーとしての心構えを

お話しいただきました。また、新役員が思う高楯中の良さ

をみんなで話し合いました。「爽やかな挨拶」「地域での活

動」「団結力」「思いやり」というキーワードが多く出され

ました。これからの生徒会の取り組みに期待しています。

新生徒会が始動！

「大切ないのち」
このいのちの講話を聞いて、自分が生まれたことを親に感謝したいと心から深く思いました。なぜなら、父の精子と母

の卵子が結ばれたことによって受精卵になることがすごいと思ったからです。受精卵の大きさは、黒い紙にあった通りに、も
のすごく小さくてびっくりしました。そこからだんだんと大きくなり、今の自分がいるんだと実感しました。将来、親に恩返しが出
来るようにこれから少しずつ考えていき、しっかり親に感謝できる大人になれるように頑張っていきたいです。

（塩田 煌人さん）

「講話と貴重な体験をして」
僕はいのちの講話を聞いて、お父さんとお母さんがくれた命に感謝をし自分の個性を大切にして生きていきたいと思い

ました。また、妊婦さんを体験できる貴重な経験もしました。体験して感じたことは、ものすごく重いことです。この状態を妊
婦さんが、出産するまで続くのはすごいことだと思いました。次に感じたことは呼吸の苦しさです。胎児がお腹の中にいるこ
とで、圧迫されているんだと感じました。今回のお話と貴重な体験をしたことを心に残して生きていこうと思いました。

（中村 幸平さん）

1，2 年生全員で、地区の一人暮らしの高

齢者の方へ年賀カードを作成し、お家の

ポストに届けます。

スポーツトレーナーの先生から運動部の

皆さん向けに冬場のトレーニング、体力

づくり等について教えていただきます。

部活動の時間に行います。

詳しい日程については、各学年や学級か

ら出される案内等をご覧ください。


